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郞
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I

哲
I

「

日

本

*

^

文

化

角

•
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一
波

'
:
密

碎

發

「

行

：

:

. 

四
六
.版

四

七
>\
M 

' . 

洤
似
贰
冏
五
，拾
_錢
'

最
近
日
本
の
文
化
，に.對
し
て
ff
l

々
な
.る
歷
史
的
硏
究 

の
數
多
發
表
さ
れ
る
の
は®
人Q

最
も
偸
快
に
威
す
る 

ビ
乙
ろ
，で
あ
る
。
素
ょb
本
書
は
唯
古
代
一
般
に
員
す
：
 

.

.る
勸
^
.で
..あ
0
て
、
嚴
贫
な
意
咏
で
歷
史
で.
.あ
る
ポ

^
. 

，
云
.へ‘な
い
o 
.然
し
興
の
妍
究
方
法
と
し
て
人
類
學
考
古 

.學
言
語
學
等
に
基
礎
を
撤
，い
て
上
代
日
本
人
の
文
化
を 

明
か
に
せ
ん
ビ
す
る
：の
は
、
最

近

か

のf
f
i
. 

p
 

W
e
l
l
s

 

が

其

の

著
-
〇
&
5-
e of H

i
story、

k
於
い
て
試
み
た 

る
も
の
ど
同
じ
ィ
、
又
其
の
文
體
も
共
に
，流

麗、
;-It 

is 

written 

plainly 
£

0

1 

general 

. reader, 

b
u
t 

its

'
a

d
i

n
g

:
:

m
a

t
t

e

 

て
 

'
(

o
u

t
K

n
e

.
o

f

 

H
i

s
t

o
r

y
,

 

p
*

T
)

で
あ
：る

。

.故
に
本
書
は
寧
ろ
®

T
O的
の
滕
史
ど
し
て 

>は
な
く
、

,

一
般
的
讀
物
ビ
し
て
歡
迎S
る
ベ
き
も
の
で
あ
ら
ぅo 

本
書
の
內
容
は
殆VJ,

全
部
の
三
分
の
一
を
占
め
る 

'

「

上
代
史
槪
觀」

以
下
、「

歸
化
人
S
上
代
文
化
ビ
の
關 

:

.係」
「

古

事

記

の

鑛

術

的

價

値

」
「

歌

謠」
「

音

樂

ビ

舞

踏

」

.
 

:
「

信

仰

ど

神

話

」「

道

德

患

想

」
「

造

形

美

術

」

®

A
篇
か
ら 

な

る

'0

先
づ
是
等
文
化
の
背
敖*

匕
し
て
上
代
^
を
槪
舰 

:

せ
ん
ビ
し
た
著
者
は
：！！
本
民
族
の
由
來
か
ら
論
を
起
し 

:
:て
居
.ん
が
、

.

其
の
'主
た
る
目
的
は「

佛
敎
渡
來
以
前
の 

文
化
を
古
霞
日
本
書
紀
の
傳
說
歌
謠
及
びIn
J

時
代
，の 

古
墳
土
偶
等
に
ょ
_つ
て
觀
察
し
ょ
，ぅ
ビ
す
る

」
(
f

K)

:
Rあ
る
。
而
し
て
又
著
者
が
最
も
多
く
の
勞
を
費
し
た 

ぐ
の
は
-]
一一
 
十
谶
人
か
の
#

威
め
る
輿
in
J
家
の
勞
作
を
_ 

礎
ミ
し
た」

上
代
史
槪
舰
で
あ
ら
ぅ
0
丑
つ
著
者
は
足 

ン
等
分
斜
の
«
Fj
家
の
研
洗
が
結
局
い
かS
.

0
的
^

m 

仕
す
ベ
&

で
あ
る
か
を
承
す
も
の
、匕
し
て
本
書
め
意
義 

.
|を
1,
め
て
©
5'
。.

(
.序
四
^
.

)

然
し
本
蕺
が
多
分
の
義
術
的
色
彩
を
以
つて
择
人
を 

し
，て一

:

讀
雜
滯
4

せ
：る
や
5

な
'i

 

?

が
な
い
代
ら
に
、

丨
丨 

'/ 

g
o
^
s

 

t

^

y'o
n

d i
t
s

 

_
\
a
s
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a
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e
l
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rte
r
c
s
t
i
n
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文
化
の
歸
趨
閫
明
は
關
し
て
：は
未
だ
十
分

.

.に

滿

足

，を

與

の
®

象
す
る
が
如
く
、
決
し
て
人
類
に
1'
^
大
な
る
幸 

へ
る
も
の
ビ
云
ふ
こ
ビ
は
出
來
な
い
。
殊
に
典
經
濟
的
福
乃
至
文
化
を
齋
す
も
の
で
な
い
事
を
指
摘
し
、
終
に 

方
面
に
至
つ
て
は
■

素
よ
り
困
難
な
問
題
で
は
あ
る
が
極
は
民
八
0
不
滿
、
自
由
に
對
ず
る
抑
應
よ
り
反
動
革
命
'

’

め

て

不

完

全

で

あ

る

。

勿

論

古

代

人

の

經

濟

的

文

化

に

の

慘

禍

に

及

ぶ

可

き

」

を

述

ぶ

る

に

在

る

。

對
し
て
多
少
の
敍
述
が
な
く
は
な
い
が
、
を

れ

は

甚

だ

現

在

に

於

て

描

出

し

た

將

來

の

狀

腺

は

矢

張

り

現

在 

尠
少
で
あ
る
。
我

が

祖

先

の

此

.0
:

方

面

の

生

活

を
|

層

广

の

狀

態

で

あ

る

。

將

來

は

何

人

も

現

在

^

於

て

開

く

こ

.
 

明

瞭

に

す

る

に

あ

ら

ず

ん

ば

、

日

本

古

代

文

化

の

硏

究

j

> ■

こ

の

出

來

ぬ

幽

昏

神

秘

の

裡

に

難

さ

れ

て

ゐ

る

。

加

之 

S

し

て

完

全

な

も

の

で

あ

る

ど

は
 

一

K

へ
，
な

い
.

ミ

，©

ふ

。

\

な

ら

ず

、

將

來

を

描

か

ん

苳

す

る

，1

切

の

計

聲

は

悉

く

',

.

.

，(

野

，村

兼

へ

.太

郞

)

ー
_ 
ロ

ー

マ

シ

ス

の

性

質

を

帶

び

で

々

今

而

し

て

是

れ

等

 

’
荒

川

撒

課

社

鲁

主

義

衆

畔

判

. 

.

.

I
:

の

も

の

は

他

日

革

命

に

於

け

る

人

民

の

創

造

力

を

微

颞

.

> 

四

六

.

.版

.ニ

.ニ

.

.

.
五

更

' 

«̂

ら

し

0 .

可

き

の
.

不
^

益

を

靖
.

_

~~

'

て

ゐ

る

と
^

せ

ち
- ^

挪

樣

き

回
^

響
':
!

|

て
ゐ
る
。
然
し
な
^>
ら
他
方
か
:?
>
言
へ
ば
-
具
體
的
觀
念
：

：

:

本

書

は

餐

獨

逸

帝

國

«
會

自

_
黨

首

領

ォ

ィ

ゲ

ネ

,

ー

は

其

の

實

現

に

.先
ん

す

る

も

の

で

あ

る

。

ク

ロ

。ホ

ト

キ 

リ

ヒ

タ

ル

氏

の

原

著

を

へ

ン

リ

I
 

,1フ

ィ

ト

坎

：の

英_ 

|

ン

の

語

を

借

り

'て
言

ふ

な

ら

ば

、

多

數

の

物

理

學

:«
や

. 

pictures 

o
f
: 

t
h
e

 

S
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F
u
t
u
r
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(：

一
 

八

九

三

年

初

技

術

家

が

「

空

氣

よ

り

も

重

い

機

械

を

以

て

す

る

天

空
 

版

)

'
よ

り

！

：
出

ぜ

る

7P

の

で

お

る

。

小

說

體

を

以

で

叙

：

征

服

」

の

，
ロ

1

マ

ン

ス

を

其

の

具

體

的

形

餵

に

於

て

0 

述

せ

ら

れ

た

る

本

篇

の

- «
子

は

1「

社

會

軍

命

が

獨

逸

に

.己

の

眼

前

に

歷

く

乙

ビ

が

な

か

づ

た

な

ら

ば

"

恐

ら

く
 

勃

昏

し

だ

も

の€
假

定

し

て

、
：
：祉

會

主

義

に

-1
.
,て

實

现

現

代

に

於

け

る
.航
空

術

の

進

步

は

a
み

得

ら

れ

な

か

つ
 

せ

ば

、

果

し

て

如

何

な

る

狀

態

を

現

出

す

る

か

を

描

寫

た

で

あ

ら

ぅ

。
現

.實
は

固

よ

り

小

說

よ

“
奇

で

あ

る

。
而
 

し

？

次

に

此

0'
社

會

主

義

實

現

の

：曉

：に

は

社

會

主

義

者

：
;
匕

て

苦

心

慘

儋

の

結

果

た

る

豫

定

0
訐

«

は

往

々

杞

し

::

f
;

.

■

.
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■
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'

第
十
艽
怨
，

(

玉
火
〇)

雜

，，
錄
：.
，
新
刊
紹
介 

.レ.':
資
F
0:
.結
«
に
.對
し
て
.何
%

0
影
響
を
有
せ
ざ
る
も 

.の
？
爲
る
乙
と
も
亦
た
事
實
で
あ
る
？
然
し
な
が
ら
共 

產

生

義

款

ゃ

集

產

主

義

者

が

社

餘

革

新

の

許

«*
を

立

っ 

る
時
、
社
#

の
多
衆
は
其
の
，具
體
的
現
實
の
結
果
を
预 

知
せ
ん
^
す
る
。
而
し
て
彼
れ
等
も
亦
た
—:般
民
衆
の 

眼
前
に
典
の
將
來
R

K
現
^
期
待
す
る
所
を
示3
ん
ビ 

し
て
幾
多
の
ロ
ー
マ
ン
ス
を
產
出
し
た'0
旣
R
社
會
生 

義
者
^
此
の
事
あ
る
以
上
、
其
の
反
對
者̂
同
ー
手
段 

を
.以
て
社
會
主
義
的
芾
命
が
毫
も
人
民
を
し
て
眞
個
の 

幸
福
に
赴
か
し
む
る
も
のk
非
ざ
る
所
以
を
預
示
せ
し 

VJ

す
る
こ
ビ
も
亦
た
當
然
で
か
る
。

 

, 

.吾
人
は
固
ょ
り
本
鄯
を
以
て_
者
が
其
の
序
文
中
^
 

'-
^
紙
の
:0
:
言
を
引
‘用
し
て
言
へ
.
る
が
如
き
名
著
な
り€ 

信
中
る
も
の
で
は
な
い
。®
人

は「

社
會
主
義
に
對
し 

て
は
リ
ヒ
タ
グ
の
叙
述
せ
る
以
外
の
結
末
は
あb
得
：な 

い」

S
も
思
は
な
け
れ
ば
、
又
た
本
書
を
以
で

「

能
ふ 

限
&
廣
き
範
圍
に
亘
つ
て
頒
布
せ
ら
ふ\
.價
値
あ
る
*
 

物
で
办
ろ」

V
J

も
考
へ
で
ゐ
な
ぃ
。
殊̂

原
著
者
は
社
.

會
主
_
實
現
^
過
渡
時
代
に
當
っ
で
生
す
可
き
幾
多
の 

困

難

,

(

恰
も
箸
者
の
本
篇
中

第
四
號
‘
一六
二

和

す

る

が

爲

め

に

近

代

の

諸

家

に

よ

つ

て

案

出

せ

ら

、 

た

る

諸

般

の

施

設

に

對

し

て

殊

3 1
ら

に

窗

目

な

る

の

說
 

が

あ

る

。

然

し

な

が

6

此

の

低

級

淺

g

な

る

小

册

子

に
 

於

て

す

ら

、
尙
ほ
べ
ラ
ミ
ー
の

「

同
顧

」

に
現
れ
た
る
が

^

き

理

嚣

螌

票

決

し

て

人

類

に

傷

0

幸

福

を

*
»
す

も

の

で

な

い

こ

ど

を

窺

知

せ

し

む

る

も

の

が

あ
 

る
o

傅

承

せ

る

社

會

制

度

の

根

本

的

變

革

は

縦

し

、
.
險
 

殊

の

兔
I I

を

：^

除

し

、

若

し

く

は

減

殺

す

る

こ

.̂
は

あ 

つ

て

も

、
、人

類

其

の

渚

が

現

犯

の

ま

、

に

殘

る

な

ら
 

ば

、
:
麵

が

て

之

れ

に

代

つ

て

他

の

過

誤

を

輸

入

し

、

又 

/

^ .

增

大

せ

し
^

可

き

も

の

で
.

あ
.

る

。
^

曝

は

社

會
^

,

 

義

者

の

信

中

る

よ
$

も

5 1
ら

^

1

く

伏

在

す

る

0 

.

而

も

人

類

自

ら

自

已

の

製

作

た

る

現

在

の

拙

度

中

こ
 

過

誤

を

發

見

し

て

之

れ

を

改

善
^

ん
S

す

る

は

、

w

k
 

菩

人

の

理

性

が

典

の

* •
高

な

る

表

出

の

爲

め

に

努

力

し

. 

つ〜

あ

る

の

證

左
^ -

し

て

認

む

可

き

も

の

で

あ

る

。

电 

の
ff
i

な

ら

ぬ

美

し

き

時

代

を

夢

む

る

者

は

往

々
K

し

て 

泛

れ

を

現

實

の
{ «
:

界

に

呼

び
»

す

覺

め

た

る

人

よ
b

も 

更

ら
R

尊

い

も

の

で

あ

る

。

\
 

:

-

 

-

 

' 

‘

(

高

：.

橛

.

i

 

一 

B

迗

齋

パ
^

-

も

荖

者

の

本

篇

中

に

述

ぶ

る

が

如

き

、〕

を

緩
 

：

■

.

，■
■
!

. 

'
 

普

及

す

る

ビ

、
何

れ

を

選

ま

る
\ .
-

や

、
若
し
前
潘
を
欲
せ

報

S
.

 

J
.

 

C
h

a
p

m
a

n

敎

授

の

返

書

丨
從
來
慶
應
義
塾
大
學
經
濟
學
部

(

舊
现
財
科)

■に
於
て
一 

敎
科
帮
ミ
し
て
採
用
し
た
る
外
國
書
は
多
く
使
用
後
ニ

 

\ 

5
年
を
出
で
ず
し
て
其
の
飜
譯
書
現
れ
、
爲

め

に

之

れ

| 

を
敎
科
»
€
し
て
使
用
す
る
の
不
便®
な

■か

ら

ざ

る

こ

：
一 

ビ
ビ
爲
り
、
終
に
は
他
を
選
擇
し
て
之
れ
に
代
ふ
る
の

\ 

已
む
な
き
に
茧
る
の
例
な
り
。
此

t

麽
跟
義
慶
大
學
R

I 

於
て
敦
濟
^
窗
本
刺 

一
、
一î
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